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今年の博物館「みどりの日」は

5月26日（日）です
※詳しくは次号タンネウシで

◎天文同好会

◎はた織り会

メンバー募集中！
◎郷土史研究会

◎野鳥の会

※詳しくは博物館へお問い合せください

榛の木の花
　春一番の花といえば福寿草，それでは春一番の木と

いえば？斜里町ではそれは榛の木ということになりま

す．といっても榛の木の花を愛でて春を満喫するとい

うのは聞いたことがありません．枯枝か枯葉がしぼん

でぶら下がっている，そんなふうにしか見えないのが

実は榛の木の花なのです．

　　はんの木のそれでも花のつもり哉（かな）　一茶

　斜里町および知床半島で見られる榛の木は３種，ケ

ヤマハンノキとハンノキ，そしてミヤマハンノキです．

ミヤマハンノキは高山に行かないと見られませんが，

ハンノキとケヤマハンノキは平地でも見られます．見

つけやすいのは橋を渡るときで，川沿いがポイントで

す．注意してみていると枝から「なにか茶色くて長い

モノ」が枝先にぶら下がっている木があるはずです．

　ハンノキとケヤマハンノキの２種は花だけではなか

なか見分けられません．ところが樹皮がこの２種では

全く違うのです（夏なら葉の形でもっと簡単）．ハン

ノキはざらざらでうろこ状にひび割れた樹皮，ケヤマ

ハンノキはなめらかで横に長い皮目が入っています．

もし近くで見ることができるなら，ケヤマハンノキは

その名の通り枝に細かい毛がありますが，ハンノキで

は毛がないのというも良い識別点となります．

　そうやって見ていくと，ハンノキはケヤマハンノキ

に比べると数が少ないことにきづくはずです．ハンノ

キの生える環境は春にミズバショウの咲くような湿原

が中心です．夏には水草が茂りトンボが舞う，ちょう

ど今ならエゾアカガエルが大合唱をしている，そんな

自然豊かな「いいところ」の、そして「いいところ」

だったという目印に，私はいつもハンノキを探します．

（内田暁友）

左：ケヤマハンノキの樹皮

右：ハンノキの樹皮

左：ハンノキの花

上：ケヤマハンノキの花

はん

ふくじゅそう

暖かい日が続いて春が来たなと実感します。
ところどころでふきのとうがみられ、植物たちも
すくすく成長して、私たちの目を楽しませてくれ
ますね。（秋山）


